
学校番号 １０８ 

令和２年度 公民科 

 

教科 公民 科目 現代社会 単位数 ２単位 学年 １年 

使用教科書 高校現代社会 新訂版 （実教出版） 

副教材等  新版 最新 現代社会資料集（第一学習社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

現代社会の課題や、考え方を学んだうえで、現代のさまざまな事象を積極的、主体的に考察する 

ニュースや最新統計を活用して客観的に読み解きながら、積極的に現状に認識や課題を考える姿

勢を高める。 

３年次の政治経済につなげていく。 

 

２ 学習の到達目標 

広い視野にたって、民主主義の本質に関する理解を深めさせ、現代社会を客観的に理解させると

ともに、それらに関する諸課題について主体的に考察させ、公正な判断力を養い、良識ある公民と

して必要な能力と態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

現代社会の基本的問

題と人間に関わる事

柄に対する関心を高

め、意欲的に課題を追

求するとともに、社会

的事象を総合的に考

察しようとする態度

と平和で民主的なよ

りよい社会の実現に

向けて参加、協力する

態度を身に付け、現代

社会に生きる人間と

しての在り方生き方

について自覚を深め

ようとする。 

現代社会の基本的問

題と人間に関わる事

柄から課題を見出し、

社会的事象の本質や

人間としての在り方

生き方について広い

視野に立って多面的・

多角的に考察し、社会

の変化や様々な立場、

考え方を踏まえ公正に

判断して、その過程や

結果を様々な方法で適

切に表現している。 

現代社会の基本的問

題と人間に関わる事

柄に関する諸資料を

様々なメディアを通

して収集し、有用な情

報を適切に選択して、

効果的に活用し学び

方を身に付けている。 

現代社会の基本的問

題と人間としての在

り方生き方とに関わ

る基本的な事柄や、

学び方を理解し、そ

の知識を身に付けて

いる。 

評
価
方
法 

ワークシート 

レポート 

ノートの書き込み量 

観察等 

定期考査 

課題提出 

ワークシート 

プレゼンテーション・

発表等 

観察 

定期考査 

課題提出 

ワークシート 

プレゼンテーショ

ン・発表等 

観察 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

現
代
社
会
の
諸
課
題 

・地球環境を考える 

・科学技術の発達と生命 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

a：現代の諸課題に関心をもち、

問題意識を高めている。 

b：現代の諸課題、特に地球環

境問題、科学技術の発達と生

命については現状の理解、発

生の原因、取り組みと課題に

ついて多面的多角的に考察し

問題意識を高めその過程や結

果をさまざまな方法で適切に

表現している。 

C: 現代の諸課題について関心

をもつとともに、様々なメデ

ィアを通して諸資料を収集し

様々な立場や考え方を踏まえ

て公正に判断している。 

d：現代の諸課題の現状、経緯、

課題解決への取り組み、将来

への課題についての知識を身

につけ、関心を高め、意欲的

に探究しようとしている。 

 

定期考査 

ワークシート 

ノート 

人
間
と
し
て
の
あ
り
方
生
き
方 

 

・青年期と自己形成 

・他者と共に生きる倫理 

 

 

○ 

○ 

○ 

○  

○ 

a：人間としてのあり方生き方、

他者との関わりに関心をも

ち、問題意識を高めている。 

b：青年期の特徴と発達課題、

歴史的に形成された哲学や思

想の理解を深め多面的な人生

観、自然観、世界観を学び人

間としての在り方、生き方に

ついて広い視野にたって考察

している。 

c：青年期や哲学、倫理につい

て関心をもつとともに、様々

な考え方を資料を通して学び

公正に判断している。  

d：青年期、倫理ついて基本的

な知識を学び、現代社会と人間

のあり方生き方に関心を高め、

意欲的に探究しようとしてい

る。 

  

定期考査 

ワークシート 

ノート 



２
学
期 

    

１
学
期 

１
学
期 

   

政
治 

・現代国家と民主政治 

・日本国憲法と国民生

活 

・国際政治の動向 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

a：近代の人権思想の歩みと近

代の民主主義国家の政治原理

日本国憲法の基本原理と基本

的人権、統治機構、戦後の国

際政治の動向と国際紛争など

について関心と意識を高めて

いる。 

b： 近代国家には、国民の基本

的人権と国家の基本的な制度

的枠組みを定めた最高法規と

して憲法があることを理解し

主権者としての政治参加の在

り方について価値観の多様化

などの社会の変化を踏まえて

公正に判断してその過程や結

果を適切に表現している。 

c：近代民主政治の考え方にな

った様々な資料や原典にふれ

るとともに絶えず最新のニュ

ースやデータを適切に活用し

ている。 

d：現在の政治課題に関心をも

ち、政治の主体としての知識と

自覚を身につけている。 

 

定期考査 

ワークシート 

ノート 

３
学
期 

経
済 

・現代社会と政府の 

役割 

・経済活動のあり方と

国民福祉 

・国際経済の動向 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

a：現代の経済の特色及び課題

について関心と課題意識を高

めている。 

b：市場経済の特質と現代企業

の特徴を理解し、日銀の金融

政策と政府の経済政策の現状

と課題、戦後の日本経済の歩

みと現状を理解し、公害問題・

消費者問題・労働問題・社会

保障問題の現状と課題を見出

している。 

c：日本、世界の経済問題に関

する最新のニュースやデータ

を適切に活用している。 

d:経済の構造を理解し、国際経

済の問題の解決には国家や国

際機構などの多様な組織が協

力していくことの重要性を理

解しその知識を身につけてい

る。 

定期考査 

ワークシート 

レポート 

ノート 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能         d:知識・理解

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 


